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農地は誰のものか？―農地の所有と利用の一視点―

Whose a agricultural land ?- A viewpoint to the ownership and use of

agricultural land
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　2015年の農林業センサスによれば，わが国の農家戸数は減少が続く一方で、数値上における販売農家と土

地持ち非農家の逆転現象が確認された。土地持ち非農家は、農林業センサス上において総農家には含まれな

い。すなわち，土地持ち非農家は，農業を営んでいないにもかかわらず農地を所有している世帯といえる。日

本農業における農地利用は後退的性格を強めていると言われ，その代表的な指標が耕作放棄地の拡大とみなさ

れてきた。耕作放棄地は「以前耕作のあったもので，過去1年以上作物を栽培せず，しかも，ここ数年間に再

び作付けする考えのない土地」と定義されている。土地持ち非農家の耕作放棄地面積は20万ヘクタールであ

り，我が国全体の耕作放棄地面積42ヘクタールのうちの約半分を占めるに至っていおり，農地利の利用と管理

の持続性を考えるにあたっても無視できない存在となっている。わが国の農地制度では，農地は農家が所有す

るものと定められている。実際には耕作を続けることや耕作を放棄すること，あるいは農地を多用途に転換す

ることはその所有者にゆだねられている。しかし，農業政策は食料供給能力を高めようとしており，農地とし

て適切に利用しないことはその政策と矛盾している。本報告では，農地利用の特徴を諸指標から検討し，わが

国の農地の所有と経営の分離について問題提起する。
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